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小
野
寺
　
功
著

『

聖

霊

の

神
学
』

　
春
秋
社
　
二

〇
〇
三

年
七
月
二

〇
日
刊

A5

判

　
三

九
四
頁

　
七
六

〇
〇
円
＋

税

　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

近

　
藤

　
　
　
剛

　

著
者
は

「

西
田
哲
学
を

媒
介
と

す

る

日

本
に

お

け
る
キ

リ
ス

ト

教
神
学

の

可
能
性
の

探

究
」

（
】

九

九
頁、

以

下
引
用
頁
は

頁
数
の

み

を

記
す）

を

積
年
の

課
題
と

し、

こ

れ
ま

で

に

そ

の

具

体
的
な

取

り

組
み
と

し
て

『

大
地
の

哲
学
』

（

＝

＝

書
房、

」

九
八

三

年）
、

『

大
地
の

神
学
　
　
聖

霊

論
』

（

行
路

社、

一

九

九

二

年
）

、
『

評

論

賢
治
・

幾

多
郎
・

大

拙

　
　

大
地
の

文

学
』

（
春
風

社
、

二

〇

〇
一

年）
、

『

絶
対

無
と

神

　
京

都

学
派
の

哲
学
』

（
春
風

社、

二

〇

〇
二

年）

を

上
梓
し

て

き

た
。

著
者
に

よ
れ

ば、

「

こ

れ
ら
一

連
の

作
業
に

よ

っ

て

わ

た
し
が

め

ざ
し
て

い

る

の

は
、

直
接
的
に

は

西
田
・

田

辺
ら
の

日
本
近
代
の

哲
学
を
日

本
的
霊
性
の

自
覚
と

し
て
捉
え
つ

つ
、

キ

リ
ス

ト

教
神
学
の

日

本
的
展
開
の

可
能
性
を

さ

ぐ

る

こ

と
に

あ
る

。

さ

ら
に

キ

リ
ス

ト
教
を

た

ん

な
る
一

神
教
と

み

る

の

で

は

な
く、

本

来
的
な

三

位
】

体
論
の

復
権
を
は

か

り
、

伝
統
的
な

神

概
念
で

あ
る

「

父
と

子

と

聖

霊
」

を
見
直
し、

と

く
に

こ

れ

ま

で

無
視
さ

れ
て

き

た

聖
霊
の

役
割
を

強

調
し、

信
仰
に

血

を

通
わ
せ

る

こ

と

が

わ
た

し
の

心
か

ら

の

願
い

で

あ
る

」

（
九
一
）

と
の

由
。

本
書
は、

そ
の

総
集

編
と

で

も

呼
ぶ

べ

き

労
作
で

あ
る

。

目
次
を

概
観
す
る

こ

と

に

よ
っ

て、

（
筋
立
て

は

省

略
す
る）

。

本
書
の

構
成
を
紹
介
し

て

お

こ

う

第
一

部
　
聖
霊
の

宗
教

　
い

の

ち

の

思
想

家
ー
1
賢
治
・

幾

多
郎
・

大
拙

　
聖

霊
を
め

ぐ

つ

て

　
絶

対
無
と

神
　
　
西
谷

啓
治
と

K
・

ラ

ー

ナ

ー

　
西
田
哲
学
か

ら

聖
霊
神

学
ヘ

　
キ

リ
ス

ト

教
の

聖
霊
論

的
理

解

第
二

部

場

の

神
学

　
そ

こ

か

ら

そ

こ

ヘ

　
　
ア

ウ

グ
ス

テ

ィ

ヌ

ス

の

三

位
一

体
論

　
「

場
の

神
学
」

序

説

−
場
所
的
論
理
と

聖
霊
論
的
思

考

　
絶

対
無
の

場
所

ー
西
田

哲
学
の

聖
霊
論
的
考
察

　
神
人
の

逆

対
応

第
三

部

生

成
の

論
理
と

無
の

解
釈

学

　
聖
霊
神
学
と

生
成
の

論
理

　
　
近

代
超

克
の

た

め

の
一

試
論

　
無
の

世
界
の

解
釈
学
ー
1
生
成
の

論
理
を

媒
介
と

し

て

第
四

部
　｝

粒
の

麦

　
愛
は

多
く
の

罪
を
覆
う

　
西
田

哲
学
と
森
信
三

の

全
一

学

　

新
井
奥
邃
の

信
仰
思
想

　
大

拙
の

マ

リ
ア

観

　
日

本
文
化
と
キ

リ
ス

ト

教

一

暼
し

て

明
ら
か

な
よ
う

に
、

本
書
で

扱
わ

れ

て

い

る

テ

ー
マ

は

実
に
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書評 と紹介

幅
広

く、

こ

の

小

評
で

は

全
て

の

内
容
を

取
り

L
げ

る
こ

と

が

で

き

な

い
。

そ

こ

で
、

重

要
と

思
わ
れ

る
議
論
を

取
り
出
す
こ

と

に

よ

っ

て
、

本

書
の

特
徴
を

明
ら

か

に

し
て

い

き
た

い
。

　

著
者
の

問
題
意
識
は

「

第
一

に

原
点
に

立
ち

返
っ

て

「

日

本
人
に

と
っ

て

キ

リ
ス

ト

教
と

は
何
か
」

を

根
本
的
に

考
え

抜
こ

う

と

す

る

姿
勢

、

こ

れ

が

多
く
の

創
造
的
思

考
を

生
み

出

す
の

で

は

な

い

か

と

い

う
こ

と
。

第

二

は
、

既
成
の

神
学
思
想
を

離
れ

て
、

真
の

キ

リ

ス

ト

教
体

験
に

も

と

つ

く
根
源
的
問
い

を

な
す

こ

と
。

第
三

に

近

代
的
思
考
の

特
色
で

あ

る

主

観

と

客

観、

精
神
と

肉
体、

神
と

人
、

東
洋

と

西

洋、

男
性
と

女

性、

教
師

と

生

徒
と

い

っ

た

対
立

的
二

元

論
を

乗
り

こ

え、

そ
れ

が
一

つ

で

あ
る

場

に

お

い

て

す

べ

て

の

も

の

が

成
立

し

て

い

る

と

い

う、

こ

の

「

即
」

か

ら

出
発
す
る

哲
学
的
立

場
に

立
と

う
と

す
る

方

針
」

（
三

七
五）

に

基
づ

い

て

い

る
。

著

者
の

意
図

を
さ

ら
に

詳
し

く

読
み

取
っ

て

い

こ

う
。

　
著

者
の

思

索
の

出
発
点
に

は、

凵

本
に

お

け
る

キ
リ
ス

ト

教
の

イ

ン

カ

ル

チ
ュ

レ

ー

シ

ョ

ン

と

い

う
こ

と

が

あ
る。

著
者
の

理

解
で

は、

「

神
学

は、

ほ
か

な

ら
ぬ

日

本
人
の

魂
の

救
済
に

か

か

わ
る

主

体
的
真
理

の

学

問
」

（
九一、一

−
九

四）

で

あ
る

。

こ

こ

に

は

輸
入

学
問
と
し

て

の

欧
米
の

神
学
に

は

安

住
し
て

お

れ

ず、

日

本
人
独

自
の

神
学
を
搆
築
せ

ね

ば
な

ら

な

い

と
い

う

強
い

意
志
が

示

さ
れ

て

い

る
。

著
者
は
「

日
本
の

神
学
」

の

可
能

性
を

問
う
上
で、

日
本
的
霊
性
と

キ

リ

ス

ト

教
の

邂
逅
に

着
R
し

て

い

る
。

度
々

「

聖

霊
に

よ

ら

な

け
れ

ば、

だ

れ

も
「

イ
エ

ス

は

主
で

あ

る
」

と
は

言
え

な
い
」

（
『

コ

リ
ン

ト
の

信
徒
へ

の

手
紙
一
』

筆
二

二

章
三

節）

と
の

聖

書
の

章
句
を
引
き

合
い

に

出
し

て
、

著
者
は
「

聖
霊
に

よ

ら

な
け

れ
ば
」

と

い

う

条
件
句
を

重

視
し

、

聖
霊

論
へ

の

集

中
を
打
ち

出

す。

そ
し

て
、

従

来
の

キ

リ

ス

ト

論
を
聖

霊

論
的

思
考
の

次
元
へ

と

突
破

し

て
、

三
一

論
的
な

生
命
（

い

の

ち
）

の

連

関
に

お

い

て

深

く

捉
え

直
す

こ

と

を

主
張
す

る
。

「

存

在
の

根
底
に

働

く
神
の

愛
の

息
吹
こ

そ

聖

霊
で

あ
っ

て
、

そ

の

恵
み

と

し
て

与
え

ら

れ

た

霊

性
〔
ス

ピ

リ

チ
ュ

ア

リ
テ

ィ
）

こ

そ

人

間
性
の

中

核
」

（
三

九）

で

あ
る

。

著
者
に

よ

れ

ば
、

聖
霊

や
霊

性
は

キ

リ

ス

ト

教
に

お

い

て

中
心

的
な
役
割
を

果
た

し、

そ

れ
は

日

本
的
霊

性
に

通
じ

る

普
遍
性
を
持
つ

と

説
明
さ

れ
る

。

聖
霊
に

導
か

れ

た

霊

性
的
思

考
は

日

本
の

精
神
史
的
伝

統
と

深

く
呼
応

す
る

と

い

う
こ

と

が、

「

い

の

ち

の

思
想
家
」

と

呼
ば
れ

る・
宮
沢

賢
治、

鈴
木
大

拙
、

西
田

幾
多
郎
の

思

想
を

通
し
て

論
じ
ら

れ
て

い

く
。

と

り
わ
け、

西
田

哲

学
は

「

目

本

的
霊

性
の

自
覚
の

論
理
」

と

見
な

さ

れ
、

キ

リ
ス

ト

教
の

再

解
釈

の

た

め

に

は、

そ

の

援
用
が

必
要
不
可
欠
で

あ
る
と

強
調
さ

れ

る
。

　

聖
霊
は

主

体
に

対
す
る

客
体
と

い

う
よ

う

な

対
象
的
な

「

も
の
」

と

し

て

扱
う
こ

と

は

で

き

ず、

主
観
ー

客
観
構
造
に

お

い

て

捉
え

る

こ

と

が
で

き

な

い
。

著
者
は

対
象
論
理

的

思
考
の

限

界
を

指

摘
し
（
そ

の

背

後
に

は
、

自
我
を

中
心
と

し

た

近
代
的
な

人

間
中
心

主
義
へ

の

批

判
が

あ
る）
、

西
田

哲

学
の

場

所
的
思
考
を
導
入

す
る

。

「

聖

霊
論
的
思

考
は
、

な

に

よ

り
も

霊
に

ふ

さ

わ

し

い

も

の

で

な
け

れ
ば
な
ら

ず、

霊
を
対

象
的
に

客
体

化
す

る

こ

と

は

許
さ

れ

な

い
。

そ

れ

こ

そ
西
田

の

い

う

対
象

論
理
を
こ

え

た

場
所
的
論
理

で

な

け

れ

ば
な

ら
な
い

理
由
で

あ
る
」

（
七
四
V

。

場

所
的

論
理

に

よ

る

キ

リ

ス

ト

教
の

再
解

釈、

つ

ま
り

「

場
の

神
学
」

と

い

う
構

想
に

よ

り、

著
者
は

「

近

代
の

超
克
」

を
も

目
指
そ

う
と

す

る
。

「

聖
霊

論
的
思
考
と

そ

の

論
理
の

開
拓
に

よ

っ

て、

現

代
思

想
が

直

面
し

て

い

る

諸
問
題
と

ア

ポ
リ

ア

　
　
た

と

え

ば
感
性
と

理

性、

言
葉
と

霊
の

衝
突
の

問
題
や、

伝
統
的
知
の

根
本
的
批
判、

深
層
意
識
の

発
見、

非
体
系
的
知

の

積

極
的
評
価
な
ど

に
、

い

っ

そ

う
深

く
全
人

格
的
な

解
決
が
も
た
ら

さ
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れ
る

よ
う
に

な
る
。

こ

れ
こ

そ

ポ
ス

ト
・

モ

ダ
ン

の

根
本
問
題
に

ほ

か

な

ら
な
い

」

（

六

二
）
。

　

か

つ

て

内
村
鑑
三

や

新
渡
戸
稲
造
が

日

本
に

お

け
る

キ

リ

ス

ト
教
の

接

木
を
武
士

道
に

求
め

た

よ

う

に、

著
者
は
西
田

哲
学
を
媒
介
と

し
、

武
士

道
と
い

う

接
木
で

は

担
い

き

れ

な
か
っ

た
精
緻
な

論
理
化
を

遂
行
し

よ

う

と
す
る

。

西
田

哲
学
と

キ
リ

ス

ト

教
の

接
点
は
「

三

位
】

体
の

お

い

て

あ

る

場
所
」

に

見
出
さ

れ

る
。

こ

れ

は

著
者
に

よ
っ

て

提
起
さ

れ
た

独
創
的

な
概
念
で

あ
り

、

本
書
を

読
み

解
く

鍵
概
念
と

な

る
。

著
者
は

専
ら
西
田

の

「

場
所

的
論
理

と

宗
教
的
世
界
観
」

に

依
拠
し
、

そ

の

要

点
を

「

宗
教

は
心
霊
上
の

事
実
で

あ
る
」 、

「

宗
教
は

哲
学
的
に

は

唯、

場
所
的
論
理

に

よ
っ

て

の

み

把
握
さ

れ

る
」 、

「

新
し
い

キ

リ
ス

ト

教
世
界
は、

「

内
在
的

超
越
の

キ
リ

ス

ト
」

に

よ
っ

て

開
か

れ
る
か

も
知
れ

な

い
」

と

い

う
三

点

に

絞
る

。

そ

し

て、

西
田

が

洞
察
し
た

神
の

世
界
へ

の

超
越
と

内
在、

神

と
自
己
の

接
合
に

関
す

る

問
題
な
ど

を
キ
リ

ス

ト

教
的
に

解
釈
し

よ

う

と

す
る。

　

著
者
に

よ

れ

ば、

西
田

の

場
所
的
論
理
の

基
底
に

置
か

れ

た

「

心
霊
上

の

事
実
」

は
、

鈴
木
大

拙
の

「

霊
性
の

事
実
」

や

「

自
己

存

在
の

事
実
」

に

相
当
す
る

。

そ

れ

は

知
情
意
一

体
の

霊
性
的
実
存
と

い

う

在
り

方
を

表

現
し

て

お

り、

自
己

成
立

の

根
底
を
開
示
す
る

。

こ

の

よ

う
な

「

霊
性
的

事
実
の

経
験
」

（
純
粋

経
験）

に

基
づ

い

て、

西
田
は

絶
対
と

相
対
の

関

係
を

「

絶
対
矛
盾
的
自
己

同
→
」

と

規
定
す
る

。

こ

れ

は

無

限
、

絶
対、

永
遠
と

有
限、

相
対

、

時
間
と

が
絶
対
に

相
反
し

矛
盾
す

る

も

の

で

あ
り

な
が

ら、

同
時
に

絶
対
に

相
離
す
こ

と

の

で

き
な

い

も
の

と

し

て

統
一

世

界
を

形
成
し
て

い

る

の

だ
と

い

う
事
実
を
意
味
す

る
。

こ

の

よ

う
に

自
己

と

世
界
が

存
立
す

る

「

絶
対
無
の

場
所
」

に

お

い

て
、

初
め

て

真
実
の

絶

対

者
と

の

出
会
い

が

可
能
に

な
る

。

「

有
限
と

無
限
と

い

う
絶
対
に

逆
な

る

も
の

が、

絶

対
矛
盾
的
自
己

同
一

的
に
］

つ

で

あ

る
と

い

う
こ

と
は、

霊

性
の

場
以
外
に

お

い

て

は

言
え

る

こ

と

で

は
な
く、

こ

れ

を
キ
リ
ス

ト

教

的
に

み

れ

ば
、

「

三

位
一

体
の

神
の

場
」

と

捉
え
る

ほ

か

は

な

い
。

こ

こ

に

お

い

て

は

じ

め

て

自
覚
の

論
理

と

し
て

の

絶
対

矛
盾

的
自

己

同
一

と、

神
の

啓
示
と

信
仰
の

論
理
と

し

て

の

三

位
→

体
は

、

限
り

な

く
深
く

出
会
う
こ

と

に

な
る
」

（

六

五
）

。

　
こ

の

よ

う
に

著
者
は
西
田

哲

学
の

「

絶
対
無
の

場
所
」

を

聖

霊
論
的
に

解
釈
す

る
。

「

わ

た

し

は
、

西
田

哲
学
の

影
響
も

あ
っ

て
、

父
と

子
と

聖

霊
は

と
も

に

啓
示
の

神
と

し

て、

絶
対
有
で

あ
る

と

い

う
把

握
は

当
然
で

あ
る

が、

た

だ

三

に

し
て
一

な
る

根
拠
は

、

有
で

は

な

く

「

絶
対
無
」

と

し
て

把

握
さ

る

べ

き
だ
と
考
え
る。

こ

う
し

て

三

位
一

体
の

な
か

に

絶
対

無
即
絶

対
有
の

全
一

性
が

確
保
さ

れ

る

こ

と

に

な

り、

キ

リ

ス

ト

教
的
認

識
は

東

洋
的
性

格
を
も
抱
擁
し
て
一

段
と

深
ま

り

を
み

せ
、

東

西
の

出
会

い

に

決

定
的
に

貢
献
す
る
こ

と

に

な

る

は

ず
で

あ
る
」

（
九
〇
V

。

引
き

続

い

て

著

者
は

「

絶
対
無
の

場
所
」

を

主

語
と

述
語
と

繋
辞
の

論
理
の

相
互

媒
介
に

よ

り

三

位
】

体
的
に

解
釈
し

た

り
、

「

三

位
一

体
の

お

い

て
あ
る

場
所
」

の

働
き

の

場
と
し
て

鈴
木
亨
の

「

存

在
者
逆

接
空
」

の

世
界

構
造

を

援
用
し

た
り
し
て

お

り、

そ
の

斬
新
な

展
開
は

目
を
見
張
る
も
の

が

あ

る
。

　

西
田

哲
学
の

解
釈
に

お

い

て

著
者
が

重
視
す

る

の

は

「

内
在
的
超
越
の

キ
リ

ス

ト
」

で

あ
る

。

「

神
は

た

ん

な

る

超
越
者
で

は

な

く、

絶
対
に

超

越
的
で

あ
る

と

と
も
に

絶
対
に

内
在
的
な

も
の

と

し
て、

わ
た

し

た
ち

の

自
己

が

「

お

い

て

あ
る
場
所
」

を

包
む、

絶
対
の

愛
な
る

神
で

な

け
れ

ば

な
ら

な
い
」

（
六

五
）

。

著
者
は

従
来
の

超
越
的
内
在
の

方
向
と

は

逆
対
応

194（822）
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書 評 と 紹介

的
に

内
在
的
超
越
の

方
向
を
目
指
す
べ

き
で

あ

る
と

主
張
し、

そ
の

理
由

を

次
の

よ
う

に

説
明
す

る
。

「

明

治
以

後
日

本
に

流
入

し

た

キ

リ

ス

ト

教

に
】

番
欠
け

て
い

た

も
の

は
、

こ

の

「

内
在
的
超
越
」

の

方
向
で

あ
り、

こ

の

両
面
が

打
開
さ

れ

て
一

円
周
を

え

が
く
の

で

な
け

れ
ば、

到
底
日
本

的
心

性
に

キ

リ
ス

ト
教
が

滲
透
す
る

こ

と

は

あ

り
え

な

い
。

こ

れ
は

キ

リ

ス

ト

教
の

日
本
へ

の

適
応
の

問
題
で

は

な
く

、

キ
リ
ス

ト
教
自
体
の

深
化

徹

底
を
音心
味
す
る

こ

と

に

ほ

か

な
ら

な
い
」

二
一．
ご
二

）

。

　

約
言

す
れ

ば、
「

わ
た

し
の

志
向
す
る

霊

性
的
実

存
の

神
学
は、

西

田

の

絶
対
無
の

場
所
を
肯
定
し、

そ
れ

を
三

位
一

体
の

場
と

考
え

る
独
自
な

発

想
で

あ
る

が、

無
の

場
所
と

よ
ば
れ
る

霊
的
世
界
の

最
深
部
に

お

い

て

は
、

つ

ね
に

神
の

人
間
に

向
う
運
動

と

人
問
の

神
に

向
う
働
き

が

あ
り
、

そ
こ

か

ら
神
人
性
が

誕
生
す

る

と
考
え
る。

こ

こ

に

キ

リ
ス

ト

教
の

も

っ

と
も

深
い

究

極
の

意
義
が

あ
る

」

二

五

三
）

。

内
在
的
超
越
の

キ
リ

ス

ト

は

「

神
人
の

逆
対
応
」

と

し

て

考
察
さ

れ、

そ

の

際、

ウ
ラ

ジ

ミ

ル

・

ソ

ロ

ヴ
ィ

ヨ

フ

の

「

神

人

論
」

（
一

門
『
 

¢
昌
冖

げ
同

O】
〕

o一
〇

讐・）
、

滝

沢

克

己

の

「

純
粋

神
人

学
」 、

カ

ー

ル

・

ラ

ー
ナ

ー

の

「

神
の

自
己

譲
渡
」

（
Q∩

¢

ぎ
゜・

け−

日

葺
Φ

婆
」

コ
臓

Oo
耳
Φ
。゚）

な
ど

の

思
想
が

援
用
さ

れ
る

。

さ

ら

に

著
者
は

日

本
精

神
史
に

即

し
て

「

聖
霊
の

神
学
」

の

理

論
化
を

図
る。

例
え

ば、

高
橋
正

治
の

「

生

成
の

論
理
」

の

解

釈
学、

森
信
三

の

「

全
一

学
」

、

新

井
奥
邃
の

「

有
神
無
我
」

と

「

二

而
一
」

な

ど

の

思
想
を
取
り

入
れ

て

い

く
が
、

こ

の

展
開
は
著
者
の

独
壇
場
で

あ
り、

そ

の

論
理
構
成
を

辿
る

こ

と
は

容
易
で

は
な

い
。

紙

幅
の

都
合
も
あ
る

こ

と

か

ら
、

逐
一

の

説
明
は

断
念
す
る

。

　

以

上
が

本
書
の

概
要
で

あ

る
。

本
書
の

最
大
の

魅
力
は

著
者
の

発
想

力

の

斬
新
さ

に

あ
る

。

そ

れ
は

「

推
論
と

い

う

よ

り

も、

わ
た

し

の

根
源

的

直
観
」

（
四

九
V

で

あ
る

と

の

こ

と
だ
が
、

大
胆
な

着

想
を

多
く
の

思

想

の

援
用
に

よ

っ

て

「

聖

霊
の

神
学
」

に

ま
で

組
み

立
て

て

い

く
議
論
の

展

開
は

迫
力
が

あ
り、

強

靭
な

思
索
力

を
感
じ

さ

せ

る
。

「

日

本
に

お

け
る

典
型

的
キ

リ

ス

ト

者
で

あ

る

内
村
鑑
三

の

「

日

本
と

イ

エ

ス
」

と

い

う
課

題
を

本
格
的
に

遂

行
す
る

た

め

に

は
、

外
来
的
宗
教
の

ド

グ
マ

を
あ
て

は

め
た

り、

聖

書
を

研
究
し

た

だ

け

で

は

不
十
分
で

あ
る

。

む
し

ろ

ド

グ
マ

の

方
を
日

本
人
の

気
質
に

吸

収
し

て
、

そ

の

精
神
構
造
の

奥
深
く
に

組
み

込
ま

れ
て

い

る

真

実
の

生
き

方
と

し

て

の

霊

性
を
く
ぐ

り

抜
け

て
、

実
存

的
に

再
表
現
し
な

け
れ

ば
な

ら

な
い
」
（
一

九

ご

と

い

う

著

者
の

姿
勢

に

も
賛
意
を

表
し

た

い
。

「

感
性

、

理
性、

霊

性
の

統
合

体
」

（
一

四）

と

し
て

人

間
を

全
体
的
に

（
根
源
的
に
）

見
よ

う
と

す

る

著
者
の

眼

差
し

は、

人
間
が

壊
れ

て

い

く
時

代
の

中
で

こ

そ

必

要
と

さ

れ

る
べ

き
で

あ

ろ

う
。

著
者
の

人
間
理

解
に

も

深
く

共
感
す

る

と
こ

ろ

で

あ
る

。

ま
た

昨

今、
「

日
本

の

神
学
」

へ

の

関
心
が

高
ま
っ

て

お

り、

活
発
な

議
論
が

展

開
さ

れ
て

い

る
。

ど

の

よ

う
な

発

想
で

「

臼

本
の

神
学
」

を

考

え
る

の

か
、

そ

の

立

場
は

様
々

で

あ
る

が
、

い

ず
れ
に

し
て

も
本
書
は

必
ず

参
照

さ

れ

る

べ

き

研
究
で

あ
る

こ

と

は

間
違
い

な
い

。

こ

の

よ

う
に

本

書
の

価

値
を

十
分
に

認
め

た
上
で、

気
に

な
る

点
を
幾
つ

か

指
摘
し、

書

評
者
の

責
務
を
果
た

し
た

い
。

　

先
ず、

形

式
的
な
問
題
か

ら

述
べ

る。

評
者

は

本
書
の

性
格
に

つ

い

て

些
か

戸
惑
い

を
覚
え
る

こ

と

が

あ

る
。

本
書
で

は
論
文
と

エ

ッ

セ

イ
が

混

在
し

て

お

り
、

専
門
的

学
術
書
な

の

か

啓
蒙
的

著
作
な

の

か、

は

っ

き

り

し
な

い
。

専
門
的
学
術
書
で

あ
る

た

め

に

は
必

要
不
可
欠
と

思
わ

れ
る

註

釈
、

文
献
表、

索
引
が

本
書
に

は
一

切
な

い
。

そ
れ

で

い

て

三

編
ほ

ど

の

エ

ッ

セ

イ

を

除
く

と
、

大
半
が

難
解
な

記
述
で

あ
り、

啓

蒙
的
著
作
と

呼
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ぶ

こ

と

も
で

き

な

い
。

専
門
的
学
術
書
に

相
応
し
い

形
式、

採
録
に

当
た

っ

て

の

選
択
基
準
に

つ

い

て
、

ご
一

考
願
い

た

い
。

　

次
に

内
容
的
な

問
題
に

移
り

た
い
。

打
ち

出
す
見
解
が

独
創
的
な

も
の

で

あ
れ
ば
あ

る

ほ

ど、

関
連
す
る

基
本
的
な

議
論
を
踏
ま

え
て

お

く

必
要

が

あ
る
。

特
に

、

聖
霊

論
や

三
一

論
に

関
し

て

は

膨
大
な
蓄
積
が

あ

り
、

触
れ

て

お

か

ね

ば
な

ら
な
い

事
柄
が

多
く

存
在
す
る

。

そ
こ

で
、

神
学
の

観
点
か

ら
個
別
的
な

問
題
を

指
摘
し

て

お

き

た

い
。

　

第
一

に
、

ナ

ザ
レ

の

イ
エ

ス

の

不
在
に

つ

い

て
。

キ

リ
ス

ト

論
の

聖
霊

論
的
解
釈
に

重
点
が

置
か

れ

る

あ
ま

り
、

歴

史
上
の

イ
エ

ス

が

置
き

去
り

に

さ

れ

て

い

る

印
象
が
あ
る

。

本
書
で

解
釈
さ
れ
て
い

る

よ

う
な

神
人
論

へ

の

過
度
の

依
存
（
悉

有
仏
性
と

見
紛
う
よ

う
な
神
入
性）

は、

イ

エ

ス

の

出
来
事
の
一

回
性
を
不
要
と
す
る

の

で

は

な
い

か
。

そ

う
な

る

と
、

キ

リ

ス

ト

教
の

独
自
性
を
ど

こ

で

担
保
す
る

の

か

（
他
の

表

現
を

用
い

れ

ば
、

「

受
肉
の

言
葉
」

を
ど

の

よ

う
に

考
え

る

の

か）
。

評
者
が

歴
史
上

の

イ
エ

ス

に

拘
る

も
う
一

つ

の

理

由
は、

本
書
の
一

連
の

議
論
が

如
何
に

し

て

歴
史
へ

と

接
続
さ

れ
て

い

く
の

か

判
然
と

し
な

か

っ

た

か

ら
で

あ
る

。

「

聖

霊
の

遍

満
す
る

場
所
」

は

「

絶
対
無
の

場
所
」

に

限
ら
な
い

。

神
学

の

伝

統
に

お

い

て、

聖
霊

が

働
く

場
所
は

教

会
（
オ

リ

ゲ

ネ
ス
）

で

あ

り、

歴
史
で

あ
り、

具
体
的
な

形
に

表
れ

る

も
の

で

あ
る

。

要
す

る

に

本

書
の

三

位
一

体
は
、

歴
史
超
越
的
な

内
在
的
三
一

論
に

留
ま
っ

て

い

る

よ

う
な

気
が

し
て

な
ら

な
い

。

　

第
二

に
、

「

聖
霊
に

よ

ら
な

け
れ
ば
」

と

い

う

条
件
句
を
無

反
省
に

議

論
の

前

提
と

し

て

い

る
点
に

つ

い

て
。

聖
霊
は
キ

リ
ス

ト

の

名
に

よ
っ

て

神
よ

り

遣
わ
さ

れ
る

（
『

ヨ

ハ

ネ
に

よ

る

福
音
書
』

第
一

四

章
二

六
節
を

参
照）

と

い

う

反
証
も
容
易
に

成
り
立
つ

（
本
書
に

も

引
用
は
あ
る
が
、

展

開
が

不
十
分）

。

聖
霊
は

本
質
的
に

子

に

属
す
る
と

い

う
考
え
方
も

有

力
で

あ
る

。

ニ

ケ

ヤ
・

コ

ン

ス

タ

ン

テ

ィ

ノ

ポ

リ

ス

信
条
に

あ
る

「

聖

霊

が
父

と

子

か

ら

出
ら
れ
」

β
巳

Φ
鵠

勺

畧
器

コ一
δ
ρ
二
Φ

℃
「

oo

Φ

凸
¢

の

文

言
は、

キ

リ
ス

ト

教
世
界
の

ア

キ

レ

ス

腱
（

聖
霊
発
出
論
争
に

よ

る

東
西

教
会
の

分
断）

で

も
あ
り

、

慎
重
な
考

察
が

必
要
だ
っ

た

は

ず
で

あ
る

。

フ

ィ

リ
オ

ク
ェ

の

伝
統
に

対
す

る

著
者
の

見
解
を

伺
っ

て

み

た
い

。

　

第
三

に、

「

キ
リ
ス

ト

教
関
係
の

本
を
い

く
ら

読
ん

で

も、

信
仰
と

理

性
と

い

っ

た

図
式
は

出
て

き

ま

す

が、

聖
霊
と

霊

性
に

つ

い

て

扱
っ

た

も

の

は

皆
無
と

い

っ

て

よ

い

で

す
」

（
四

三
）

、

「

ヨ

！
ロ

ッ

パ

に

お

け

る

聖

霊
論
の

未
展

開
」

（
五

二
）
、

「

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

に

お

け
る

聖
霊

神
学
の

未
展

開
」

（
六
二
）

と

い

う
記
述
に

つ

い

て
。

こ

れ
ら
の

記
述
の

意
図
が

本
書

の

独
創
性
を

強
調
す

る

こ

と

に

あ
る

こ

と

は

理
解
で

き

る

が
、

や

や
違
和

感
を

覚
え

る

（
そ

も

そ

も
本
書
は

『

聖
霊
の

神
学
』

を
表
題
と

し

な

が

ら

も、

伝
統
的
な

聖
霊

論
に

関
す
る

考
察
を

欠
い

て

お

り、

聖
霊
の

概
念
を

初
め

て

神
学
的
に

形
成
し

た
テ

ル

ト
ゥ

リ

ア

ヌ

ス

の

名
さ

え
挙
げ
て

い

な

い

の

は

疑
問
で

あ
る）

。

一

六

世
紀
の

霊

性
主
義
者、

一

七

世
紀
の

ル

タ

ー

派
の

神
秘
主

義
者、

「

八

世
紀
の

ド

イ

ツ

敬
虔
主
義
者

、

シ

ュ

ラ

イ

ア

ー

マ

ッ

ハ

ー

な
ど

取
り

上
げ
る
人
物
は

多
い

と

思
う

。

バ

ル

ト

や
テ

ィ

リ

ッ

ヒ

に

言
及
す

る

の

で

あ
れ
ば
、

他
の

プ

ロ

テ

ス

タ

ン

ト

神
学
へ

の

目
配

り
も

必
要
で

あ
ろ

う
。

近
年、

聖

霊
論
を

精
力
的
に

論
じ

て

い

る
ユ

ル

ゲ

ン

．

モ

ル

ト

マ

ン

（
』
q
「

ぴq
 

昌

ζ
O
犀

ヨ
O
昌

Pb

ミ

鯨
凡

無

譜
恥

卜
鳴

富
蕊

臼

肉

§
馬

碧
ミ
書
ミ
蹄

ミ

聖
§
§

ミ
ミ
羈
貴

竃
自

g9
ロ…

O
冴゚

困
巴
ω

奠

く
o
匡
国
鋤Q”

這
2）

や、

ミ

ヒ

ャ

エ

ル

・

ヴ
ェ

ル

カ

ー

（

竃
87
勉

ユ

芝
巴−

評

奠、

O
ミ
咋

禽

　
O
竃
の

野

→

書
o
丶

o

讐
鳴

　

魯
勃

　
自
僑

ミ
晦

§
　
O
鴨

韓
8、

Z
窪
匠
「

o
げ
 
コ・
≦
ξ
円

客
Φ
二
犀

冒
O

冨
コ

興

く

霞
5
ぴq日
一

 
り

ト。）

の

研
究
に

つ
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書評 と紹介

い

て

触
れ

な

い

わ
け

に

は

い

か

な
い

は

ず
で

あ

る
。

と

り
わ

け、

モ

ル

ト

マ

ン

は

「

内
在
的
超

越
」

（

巨
旨

撃
Φ

葺
 

日

蕁

農
N
 

巳
 
＝
N）

の

概
念
を

用

い

て

「

総
体
的
聖
霊
論
」

を
展

開
し
て

お

り、

本
書
の

方
向
性
に

資
す

る

も

の

が

あ
る

と

思
わ
れ

る
。

　

第
四

に、

人

間
を
「

感

性、

理

性、

霊

性
の

統

合
体
」

（
一

四）

と

見

る

視
点
に

つ

い

て
。

評

者
も
こ

の

視

点
の

重
要

性
を

認
め

る

が、

感
性
と

霊

性
の

結
び

付
け
が

強
す
ぎ
て、

理

性
は

片
隅
に

追
い

や

ら

れ

て

い

る

印

象
を

受
け
る

。

評
者
は
理

性
を
統

制
す
る

霊
性
と

い

う

見
方
に

活
路
を

見

出
し

た

い

と

思
っ

て

い

る

の

で

あ．
る

が、

そ

の

点
を

筆
者
は

ど
の

よ

う
に

考
え

て

い

る

の

か

伺
っ

て

み

た
い

。

ま
た、

霊

性
に

よ
る

理
性
の

統
制
と

い

う
発
想
で

忘
れ
て

な
ら

な
い

の

は

ル

タ
ー

の

思
想
で

あ

る
。

そ

も
そ

も
、

聖
霊
論
を

展
開
す
る

上
で

ル

タ

ー

の

意
義

〔

あ
る

い

は

宗

教
改
革
に

お

け

る

最
終
的
な

権
威
の

所
在
と

し

て

の

聖
霊）

は

大
き

い

と
思
わ
れ
る

が
、

本
書
で

は

全
く
言
及
さ
れ

な
か

っ

た
。

　

若
干
の

誤
植
に

つ

い

て

指
摘
し

て

お

く
。

「

使
途
」

（
四

ご

は

「

使

徒
」 、
「

こ

び

言

葉
」

20

五）

は

「

こ

の

言
葉
」 、

「

購
読
」

（
三

〇
二
、

三

八

〇）

は

「

講
読
」

で

あ
ろ

う。

本
書
で

イ

ン

カ

ル

チ
ュ

レ

ー

シ

ョ

ン

（

ぽ
o
巳

9
蠢
鼠
o
コ）

の

訳

語
は

「

文

化

的
受

肉
」

と

な

っ

て

い

る
が
、

「

文
化
内
受
肉
」

が
｝

般
的
で

あ
ろ

う
。

イ

ン

カ
ル

チ
ュ

レ

ー
シ

ョ

ン

は

文
化
に

適
応
す
る

と

い

う
こ

と

以
上
に、

文
化
を
育

成
し
て

創
造
す
る
と

い

っ

た

積
極
的
な

意
味
が

あ
り、

「

文
化
的
受
肉
」

と
い

う

訳
語
で

は

そ

の
ニ

ュ

ア

ン

ス

が

弱
い

感
じ
が
す
る

。

　

最
後
に
、

本
書
の

全

体
の

講
評
を

批

判
的
に

述
べ

る
。

全

体
を

通
し

て
、

論
述
の

重

複
が

目
立
つ

。

様
々

な
思

想
家
を
扱
っ

て

い

る
の

は

長
所

で

あ
り、

ま

た

短
所
で

あ
る

よ
う
な

気
が

す
る
。

余
り
に

も

多．
く

の

事
柄

が

論
じ

ら

れ

て

い

る
。

そ

れ

ら

の

関
連
性
は

必
ず
し

も
明
瞭
で

は
な
く、

素
材
が

横
並

び
に

置
か

れ

た
ま

ま

で
、

一

つ

の

結
論
に

収
斂
さ

れ
て

い

か

な
い

印
象
が

残
る

。

や
は

り、

西
田

哲
学
を
媒
介
と

し

た
キ

リ

ス

ト

教
解

釈
に

議
論
を

集
約
さ

せ

る

べ

き

で

は

な

か

っ

た

か
。

そ
う
で

あ
れ
ば、

よ

り
本
格
的
な

西
田

哲

学
研
究
が

求
め

ら

れ

る

は

ず
で

あ
ろ

う
（
例
え
ば、

テ

キ
ス

ト
レ

ベ

ル

に

お

け
る

「

場

所
」

や

「

自
覚
」

の

概
念
に

関
す
る

緻

密
な

考
証）
。

「

試
論
の

範
囲
」

〔

＝一
二
）

と
い

う
記
述
も
あ
る

が
、

『

聖

霊
の

神

学
』

を

名
乗
る
以
上、

著

作
全

体
と

し

て
の

整
合

性
や

体
系

性
に

つ

い

て

再
考
を

望
み

た
い

（
『

聖
霊
の

神
学
　

序
説
］

と
い

う

表
題
で

あ

れ

ば、

殊
更
に

指
摘
す

る

こ

と
も

な

か

っ

た
の

で

あ
る

が
）

。

著
者
独
自

の

聖
霊
神
学
の

構
築
の

た
め
に

は
、

も
う
一

段
階
深
く
掘
り

下
げ
た

体
系

的
展
開
が

要
求
さ

れ
る
よ
う
に

思
わ

れ
る

。

今
後
の

議
論
の

進
展
に

期
待

し

た
い

。

　

私
事
な
が

ら
一

言
申
し
添
え
て

お

く
。

評
者

は

昨
年
末
に

京

都
で

開
催

さ

れ
た

「

現

代
に

お

け
る

宗
教
の

役
割
研
究
会
」

で

著
者
の

謦
咳
に

接
す

る

機
会
を
得
た

。

そ

の

時
、

著
者
よ

り

温
か

な

励
ま

し
の

言
葉
を

与
え

ら

れ
、

感
動
し

た

こ

と

を

覚
え
て

い

る
。

評
者
は

、

博
学
な

著
者
が

本
書
で

披

瀝
す
る

知

識
の

全
て

に

通
暁
し

て

い

る

わ
け

で

は

な

い
。

自

身
の

力
量

を

越
え

た

本
書
の

内
容
に

圧
倒
さ

れ、

書
評
の

依
頼
を
承

諾
す

べ

き

か

ど

う

か

躊
躇
し

た
。

し

か

し、

そ

の

時
の

出

会
い

こ

そ

機
縁
と

考
え、

拙
い

な

が
ら

も
論

評
を

試
み

た

次
第
で

あ
る

。

本
書
へ

の

批
判
の

中
に

は

著
者

の

意
図
に

反

す

る

コ

メ

ン

ト

や、

評
者
の

プ

ロ

テ

ス

タ

ン

テ

ィ

ズ
ム

の

立

場
に

由
来
す

る

所

感
が

含
ま

れ

て

い

る

は

ず
で

あ
り、

そ

の

点
に

つ

い

て

は

御
寛
恕
願
い

た

い

と

思
う

。

そ

れ

は

著

者
の

カ

ト

リ

ッ

ク

的
心

性
を

知
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ら

ず
に

行
わ

れ

た

こ

と
で

は

な

く
、

キ

リ

ス

ト

教
全

体
を

見
渡
し

、

そ
の

調
和
を
願
う

著
者
の

壮
大
な

構
想
に

感
銘
し

、

共

感
し

て

の

こ

と

で

あ

る
。

こ

れ
ま

で

独
自
に

歩
ん

で

こ

ら

れ

た

孤

高
の

著
者
に

対
し
て

、

心
よ

り

敬
意
を

払
い

た

い

と

思
う

。

先
達
の

道
を

辿
っ

て

次
の
一

歩
を
踏
み

出

す
こ

と

が

研
究
者
の

使

命
で

あ
ろ

う
。

な

ら

ぼ
、

小
野
寺
氏
の

背
を

見

て
、

私
も

後
に

続
き

た
い

と

思
う

。

本
書
に

は
、

そ

う
思
わ
せ

る

力
が

あ

る

こ

と

を

証
し、

書
評
を
閉
じ

た

い
。

黒
崎
　
宏
著

『

ウ

ィ

ト
ゲ
ン

シ

ュ

タ

イ
ン

か

ら

龍
樹
へ

　
　

　

ー
私
説
『

中
論
』

1
』

　
　
哲
学
書
房

　
二

〇
〇
四

年
八

月
二

〇
日
刊

四
六

判

　．
刈

＋

二

一

〇
頁
　
二

二

〇
〇
円
＋

税

198〔826）
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は

じ
め

に

　

本
書
は

、

　一

言
で

い

う
な

ら

ば、

黒

崎
宏
に

よ

る

龍
樹
（
ナ

ー

ガ

ー

ル

ジ
ュ

ナ）

の

『

中
論
』

の

訳
と

註
釈
で

あ
る

。

そ
の

姿

勢
は、

『

中
論
』

を
読
む

に

あ
た
っ

て
、

黒
崎
1ー
ウ

ィ

ト

ゲ
ン

シ

ュ

タ
イ
ン

の

視
点
か

ら

可

能
な

限
り

論
理
的
に

整
合
性
を

保
っ

た

読
み

方
を

し

よ

う
、

と
い

う
と

こ

ろ

に

あ
る

。

そ

し

て
、

黒
崎
の

解
説
の

仕
方
お

よ

び

解
説
で

使
用
す
る

術

語
の

か

な

り
の

も

の

は、

西

洋
哲
学
や
ウ

ィ

ト
ゲ

ン

シ

ュ

タ

イ
ン

の

哲
学

か

ら

と

ら
れ

て

お

り、

読
者
に

よ
れ

ば

ひ

じ

ょ

う

に

新
鮮
に

映
る

だ

ろ

う
。

　
ウ

ィ

ト

ゲ
ン

シ

ュ

タ

イ

ン

研
究

家
と

し

て

名
高
い

黒
崎
は

、

こ

れ

ま

で

に

も

『

ウ

ィ

ト
ゲ
ン

シ

ュ

タ

イ

ン

と

禅
』

（
一

九
八

七

年）
、

『

ウ

ィ

ト

ゲ

ン

シ

ュ

タ
イ
ン

か

ら
道
元
へ
』

（
二

〇

〇
三

年
）

な

ど
、

主
と

し
て

ウ

ィ

ト

ゲ
ン

シ

ュ

タ

イ

ン

の

視
点
か

ら

禅
（
仏
教）

に

肉
薄
す

る

仕
事
を

し

て

き
て

い

る
。

本
書
は

さ

ら

に
、

こ

の

研
究
路
線
を

龍
樹
の

『

中
論』

に

適

用
し
た

も
の

で

あ
る

。

　
黒

崎
の

こ

の

仕
事
は、

］

般
の

仏
教
学
者
や

イ

ン

ド
哲
学

研
究

者
に

は


